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１くみでは、終わりの会でホワイトボードに書

いた明日の天気予報を発表しています。最初はスタッ

フがホワイトボードに書いていたのですが、最近は子ど

もたちから書きたい、そして読みたいと声があがるよ

うになっています。人前で緊張してしまう子たちも、て

んとんのお友だちの前なら大丈夫！となってくれたら

良いですね。 

２くみでは寒さに負けないように、お帰りの

会でダンスを踊って身体を温めています。『ポケダン

ス』、『ペコリナイト』などノリノリで踊り、今では見本を

見ずに踊れるようになりました。この調子で残りのて

んとん生活も元気いっぱい過ごしていきます。 
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中川 武蔵   5 日 （11 歳） 

中谷 匠汰  22 日 （8 歳） 

岡山 祥大  28 日 （8 歳） 

森田 汐葵  29 日 （7 歳） 

２０２４年てんとんアルバム総集編 

今年も早いもので、残すところ 

あと数日となりました。子ども達は 

たくましく成長し、たくさんの思い出を

作ってきました。ここからは、クリスマス

やお正月など慌ただしい日々を迎えま

す。子どもたちにとって充実した日々に

なるようにと願っております。いつも本

当にご協力ありがとうございます
���� 

『見守る』は、今の子どもの置かれて 

いる状況、していること、感じていることを知

るため。『見張る』は、子どもが親の求める、あ

る一定の行動をするかしないかを確認するた

め。この違いは親が子どもをどう見ているか

にも表れます。身守れるのは、子どもの選択を

どんな結果になっても大丈夫と信頼している

から。見張るのはこの考えは甘い！こうした方

がいい！と子どもの選択を信用しきってない

とも考えられます。 

心の底から子どもを見守るには、子どもを信

頼することが大切だと言うことがわかります。 

 


